
論

説勃
興
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達

-

一
八
八
三

～
一
九

一
八
年

(640) 34

橘

け
n
H

自

hハ

1
'
課

題

二
㌧
勃
興
期
日
本
電
力
業
の
概
観
.

三
㌧
日
露
戦
争
以
前

(
一
八
八
三
～
一
九

〇
三
年
)

四
㌧
日
露
戦
後
期

(
一
九

〇
四
～
一
九

一
四
年
)

五
､
第

一
次
世
界
大
戦
期

(
一
九

一
五

～
一
九

一
八
年
)

六
､
総

括

｢

課

本
稿
の
課
題
は
､
勃
興
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
の
実
態
を
概
括
的

に
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
｡
本
稿
で
言
う

｢
勃
興
期
｣
と
は
､
具
体
的
に

は
､
日
本
最
初
の
電
力
会
社
で
あ
る
東
京
電
燈
が
設
立
許
可
を
受
け
た

i

八
八
三
年
か
ら
'
第

一
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
た

一
九

一
八
年
ま
で
の
時

期
の
こ
と
で
あ
る
｡

戦
前
の

日
本
に
お
い
て
電
力
業
は
'

産
業
合
理
化
､

生
産

コ
ス
ト
削

減
､
産
業
連
関
的
な
市
場
の
創
出
､
新
産
業
の
勃
興
等
の
多
面
的
な
経
路

を
通
じ
て
､
重
化
学
工
業
化
と
絹
業
の
国
廉
競
争
力
強
化
に
寄
与
し
､
経

済
発
展
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
｡
と
-
に
日
露
戦
後
期
と

一
九
二
〇

年
代
に
は
､
電
力
業
の
自
己
資
本
増
加
額
が
製
造
業
全
体
の
そ
れ
を
上
回

(1
)
り
､
電
力
業
は
､
経
済
発
展
の
文
字
通
り
の
-
I
デ
ィ
ン
グ

･
イ
ン
ダ

ス

ト
-
1
と
し
て
機
能
し
た
｡
そ
し
て
電
力
業
は
､
戦
前
の

日
本

に

お

い

て
､
金
融
資
本
的
蓄
積
様
式
の

一
特
質
で
あ
る
社
会
的
遊
休
資
金
の
動
員

を
､
最
も
本
格
的
に
展
開
し
た
産
業
部
門
と
な

っ
た
｡
従

っ
て
'
電
力
業

の
資
金
調
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
'
戦
前
期
日
本
資

本
主
義
分
析
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
｡



勃興期日本電力業の資金調達

と
こ
ろ
で
､
従
来
の
研
究
史
は
､
早
い
時
勘
か
ら
電
力
巣
の
資
金
調
達

に
高
い
位
置
づ
け
を
与
え
て
き
た
｡

一
九
三
九
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
日
本

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

の
金
融
機
関
』
の
中
で
､
白
井
規
矩
碓
氏
が
｢紡
績
事
業
金
融
を
以
て
近
代

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

産
業
確
立
期
の
産
業
融
資
の
典
型
と
す
る
な
ら
ば
'
電
気
事
業
金
融
こ
そ

,
,
,
,
,
,
､
,
ヽ
,
,
ヽ
ヽ
,
ヽ
ヽ
,
,
､
,
､

(2
)
.

は
自
由
経
済
高
度
化
時
代
に
於
け
る
産
業
融
資
の
典
型
で
あ
る
｣
と
述
べ

ら
れ
た
こ
と
は
､
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
'

こ
の
よ
う
な
高
い
位
置
づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
t
.肝
心
の
電
力
業
の
資
金

調
達
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
は
､
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
な
成
果
を
あ

げ
て
こ
な
か
っ
た
｡
そ
の
原
因
と
し
て
は
､
と
り
あ
え
ず
'
レ
ヴ
ェ
ル
の

異
な
る
以
下
の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

算

一
点
は
'
銀
行
と
産
業
企
業
と
の
結
合
t
と
-
に
前
者
に
よ
る
後
者

(
3
)

の
支
配
を
重
視
す
る
､
通
俗
的
な
金
融
資
本
理
解
の
影
響
で
あ
る
｡

こ
の

よ
う
な
理
解
は
､
ド
イ
ツ
の
特
殊
事
情
に
立
劇
し
た
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ

の
金
融
資
本
規
定
を
さ
ら
に

一
面
化
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

(

4
)

が

､

こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
て
ば
､
電
力
業
の
資
金
調
達
に
関
し
て
､
社

債
発
行
業
務
や
資
金
貸
付
業
務
を
通
じ
た
財
閥
系
金
融
桟
関
の
電
力
業
支

(

5
)

配
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
'
言
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

し

か
し
､
こ
う
し
た
通
説
的
な
議
論
は
'
①
社
債
発
行
や
資
金
借
入
と
は
異

な
る
資
金
調
達
方
式
で
あ
る
株
式
発
行
や
内
部
留
保
の
意
義
を
過
小
評
価

す
る
､.
②
社
債
発
行
や
資
金
借
入
を
め
ぐ
る
電
力
資
本
の
主
体
的
な
ど
へ

(

6
)

イ
ヴ
ィ
ア
を
等
閑
視
す
る

､

と
い
う
二
重
の
問
露
点
を
も
っ
て
お
り
､
電

力
業
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
を
遅
れ
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て

き
た
o
な
お
'
財
閥
に
よ
る
電
力
業
の
支
配
を
強
調
す
る
通
説
的
議
論
に

(
7
)

対
し
て
は
､
こ
れ
ま
で
何
度
か
批
判
を
加
え
て
き
た
の

で
'
こ
こ
で
は
､

こ
れ
以
上
こ
の
論
点
に
立
ち
入
ら
な
い
｡

第
二
点
は
､
従
来
､
電
力
業
の
資
金
調
達
に
関
す
る
基
礎
的
資
料
と
し

て
無
批
判
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
逓
信
省
電
気
局
発
行
の

『
電

気
事
業
要
覧
』
が
'
い
-
つ
か
の
重
大
な
欠
肺
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る
｡
そ
の
欠
陥
と
は
､
電
鉄
業
等
の
他
業
種
の
混
入
､

一
九
三
二
年
以
前

の
卸
売
電
力
の

一
部
未
集
計
'
公
営
電
力
の
集
計
方
法
の
不
統

一
'

一
九

三
三
年
以
降
の
短
期
借
入
金
の
欠
落
な
ど
の
諸
点
で
あ
る
が
､
.
『
電
気
事

業
要
覧
』
の
数
値
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
､
電
力
業
の
資
金
調
達

の
実
態
に
関
し
て
看
過
し
が
た
い
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね

/ヽ吃
い 8
0)

筆
者
は
､
別
の
機
会
に
､

『
電
気
事
業
要
覧
』
の
諸
欠
陥
を
取
り
除
-

(9
)

た
め
に
､

一
連
の
推
計
作
業
を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
｡

そ
し
て
'
そ
の

結
果
'
戦
前
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
過
程
に
つ
.い
て
は
､
第

一
次
世

界
大
戦
期
ま
で
の
株
式
発
行
を
中
心
に
し
て
い
た
時
期
と
､

一
九
二
〇
年

代
以
降
の
社
債
発
行
が
重
要
な
役
割
を
は
た
す

よ
う
に
な
っ
た
時
期

と

(10
)

の
'
ふ
た
つ
に
大
き
く
区
分
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡
第

一
次
世
界
大

35 (641)



戦
期
ま
で
を
検
討
対
象
と
す
る
本
稿
は
､
こ
の
ふ
た
.つ
の
時
期
の
う
ち
､

第

一
の
時
期
を
取
り
上
げ
る
｡
従
っ
て
､
本
稿
で
は
'
当
然
の
こ
と
な
が

ら
株
式
発
行
に
力
点
を
お
い
て
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
が
'
こ
の
種

の
分
析
は
､
従
来
の
研
究
史
の
第

一
の
問
題
点
と
し
て
先
述
し
た
内
容
と

関
連
し
て
､
研
究
史
の
空
白
を
う
め
る

1
定
の
意
味
を
も
つ
も
め
と
考
え

(
ll
)

る

｡註(
-
)

藤
野
正
三
郎

『
日
本
の
景
気
循
環
』

(勤
草
書
房
､

一
九
六
五

年
)
六
六
､
八
〇
頁
参
照
｡

(

2

)

白
井
規
矩
椎
『
日
本
の
金
融
機
関
-
其
の
生
成
と
発
展
-
』
(森

山
書
店
'

一
九
三
九
年
)

一
八
〇
頁
｡
な
お
'
未
稿
で
は
､
引
用
を

行
写

っ
際
に
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
｡

(3
)

白
井
規
矩
椎
氏
の
前
掲
書
は
､
こ
の
よ
う
な
通
俗
的
な
金
融
資

本
理
解
の
流
布
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た

(例
え
ば
､
白
井
前
掲

書

一
九
二
貢
参
照
)
｡
従
っ
て
'
厳
密
に
は
､
｢白
井
氏
の
高
い
位
置

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
電
力
業
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
の
実
態
把
握

は
立
ち
遅
れ
て
き
た
｣
と
言
う
の
は
正
確
で
な
く
､

｢
白
井
氏
の
高

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

い
位
置
づ
け
の
ゆ
え
に
電
力
業
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
の
実
態
把
鐘

は
立
ち
遅
れ
て
き
た
｣
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(
4
)

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
金
融
資
本
規
定
の
一
面
性
は
､

｢
株
式

資
本
に
よ
る
支
配
集
中
の
機
能
と
'
そ
れ
に
よ
る
産
業
組
織
化
の
関

連
を
稀
薄
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
あ
れ
ほ
ど
株
式
会
社
の

解
明
に
力
を
入
れ
な
が
ら
'
金
融
資
本
の
定
義
も
銀
行
の
金
融
械
能

に
即
し
た

一
面
的
把
握
に
お
ち
い
ら
ざ
る
考
え
な
く
な
っ
た
｣
(桜

井
毅

｢
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ

『
金
融
資
本
論
』｣
｡
宇
野
弘
蔵
監
修

『講
座
帝
国
主
義
の
研
究
-
帝
国
主
義
論
の
形
成
』
､
青
木
書
店
､

一

九
七
三
年
､
所
収
｡

一
六
七
頁
)
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
と

こ
ろ
で
'
通
俗
的
な
金
融
資
本
理
解
に
立
つ
日
本
の
論
者
た
ち
は
､

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
議
論
の
う
ち
､

｢
あ
れ
ほ
ど
-
-
解
明
に
カ

を
入
れ
｣
た
株
式
会
社
に
関
す
る
部
分
に
は
ほ
と
ん
ど
目
も
く
れ

ず
'
も
っ
ぱ
ら

｢
銀
行
と
産
業
と
の
融

合
｣
を
説
い
た
部
分
に
注
目

し
て
き
た
｡
本
稿
で
､
彼
ら
が
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
金
融
資
本
規

定
を
さ
ら
に

一
面
化
し
た
､
と
指
摘
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
｡

(
5
)

こ
の
よ
う
な
見
地
に
立
つ
代
表
的
な
論
者
と
し
て
は
t
.松
島
春

海
氏
の
名
前
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(6
)

社
債
発
行
や
資
金
借
入
を
め
ぐ
る
電
力
資
本
の
主
体
的
な
ど
へ

イ
ヴ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
､
拙
稿

｢
五
大
電
力
と
電
力
外
債
｣
(『土
地

制
度
史
学
』
第
九
六
号
)
'
同

｢
松
永
安
左
工
門
と
東
邦
電
力
の
資

金
調
達
｣
(『青
山
経
営
論
集
』
第

一
九
巻
発

言
ち
)
参
照
｡

(
7
)

拙
稿

｢戦
前
期
三
井
銀
行
の
電
力
金
融
｣
(『社
会
経
済
史
学
』

第
四
七
巻
第

一
号
)
､
同
前
掲

｢
五
大
電
力
と
電
力
外
債
｣
､
同

｢
三

井
銀
行
と
東
京
電
灯

･
東
邦
電
力
｣
(『経
営
史
学
』
第

一
七
巻
第
二

号
)
'
同

｢
電
力
連
盟
と
電
気
委
員
会
｣
(『社
会
経
済
史
学
』
第
四

八
巻
第
四
号
)
0

(

8

)

『
電
気
事
業
要
覧
』
の
数
値
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
'

一
九

三
〇
年
代
に
お
け
る
社
債
発
行
と
資
金
借
入
の
役
割
を
過
大
評
価
す

(642) 36
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る
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
拙
稿

｢
戦
前
斯
日
本
電
力

業
の
資
金
調
達
の
長
期
的
動
向
｣
(『東
京
大
学
経
済
学
研
究
』
算
二

四
号
)
六
四
～
六
六
頁
参
周
｡

(9
)

前
掲
拙
稿

｢
戦
前
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達

の
長
期
的
動

向
｣
｡

(10
)

前
掲
拙
稿

｢
戦
前
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達

の
長
期
的
動

向
｣
六
八
貢
参
照
｡

(11
)

例
え
ば
､
戦
前
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
に
関
す
る
代
表
的

な
先
行
業
績
で
あ
る
松
島
春
海

｢
電
気
産
業
に
於
け
る
資
金
構
成
に

つ
い
て
｣
(法
政
大
学

『社
会
労
働
研
究
』

第

一
〇
号
)
は
､

電
力

会
社
の
株
式
発
行
に
つ
い
て
､
立
ち
入
っ
た
分
析
を
ほ
と
ん
ど
行
な

っ
て
い
な
い
｡

蓑 1 第 1次世界大戦以前の電源開発

(単位 :千kW)

(出典) 『電気事業要覧』｡

(注) 1. 数値は1カ年平均の純増額｡

2. 電気事業用の落成分のみ計上｡

二
'
勃
興
期
日
本
電
力
業
の
概
観

勃
興
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
の
分
析
を
始
め
る
前
に
､

当
時
の
電
力
業
の
状
況
を
概
観
し
て
お
こ
う
｡

･
日
本
最
初
の
電
力
会
社
と
し
て

1
八
八
三
年
に
設
立
さ
れ
た
東
京
電
燈

(1
)

は
､

一
八
八
七
年
に
は
南
茅
場
町
火
力
発
電
所
の
運
転
を
開
始
し
､

一
般

向
け
の
電
気
供
給
を
始
め
た
｡
世
界
最
初
の

一
般
供
給
用
発
電
所
が
ロ
ン

ド
ン
で
運
転
を
開
始
し
た
の
は

一
八
八
二
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
'
南
茅

場
町
火
力
発
電
所
は
､
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
五
年
だ
け
遅
れ
て
運
転
を
開
始

し
た
こ
と
に
な
る
｡
そ
れ
以
後
日
本
で
は
全
国
の
主
要
都
市
で
電
力
会
社

の
設
立
が
相
次
ぎ
､
日
露
戦
争

直
前
の

一
九

〇
三
年
末
の
時
点

で
は
､
『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』

に
よ
れ
ば
'
六

〇
社
の
電
力
会

(
2
)

社
が
存
在
し

て

い
た
｡

し

か

し
､
電
源
開
発
の
状
況
を
示
し

た
表
Ⅰ
や
'
固
定
資
本
形
成
に

対
す
る
電
力
投
資
の
比
率
を
示

し
た
図
1
か
ら
わ

か

る

よ
う

に
､
日
露
戦
争
以
前
の
時
期
に

は
､
電
力
業
の
事
業
規
模
は
ま

だ
さ
わ
め
て
小
さ
か
っ
た
｡

こ
の
よ
う
な
状
況
は
､

一
九
〇
四
～
〇
五
年
の
日
露
戦
争
を
境
に
大
き

く
変
化
し
た
｡
表
-
お
よ
び
図
1
.か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
､
電
力
業
の
事

業
規
模
は
日
露
戦
後
期
に
爆
発
的
に
拡
大
し
た
｡
こ
の
事
業
規
模
の
拡
大

は
､
電
燈
の

一
般
家
庭

へ
の
普
及
の
開
始

(図
2
)
と
'
工
場
電
化
の
開

始

(図
3
)
と
を
主
要
な
内
容
と
す
る
､
電
気
需
要
の
急
膨
張
に
よ
っ
■て

引
き
起
こ
さ
れ
た
｡

表
2
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
､
白
露
戦
後
期
に
は
'
中
で
も
電
燈
需
要

の
膨
張
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
｡■
こ
の
時
期
に
時
､
図
4
に
あ
る
よ

37 (643)



図1 固定資本形成に対する電力投資の比率

(%)
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(出典)江見康一『長期経済統計 4資本形成加

一
方
､
日
露
戦
後
期
に
電
力
料
金
は
､一
電
燈
料
金
と
は

対
照
的
に
上
昇
傾
向
を
示

し

た

(図
4
)｡
ま
た
'
こ
の

時
期
に
は
'
電
力

･
石
炭
相
対
価
格
も
若
干
上
昇
し
た

(図
5
)
｡
図
3
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
日
露
戦
後
期
に
は

工
場
の
動
力
化
が
全
体
と
し
て
進
展
し
た
が
､
電
動
機
の

普
及
は
､
蒸
気
機
関
の
普
及
に
比
べ
れ
ば
立
ち
遅
れ
た
｡
一

こ
う
し
た
状
況
は
､
電
力

･
石
炭
相
対
価
格
の
上
昇
を
反

映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡

こ
の
よ
う
に
日
露
戦
後
期
に
は
電
燈
料
金
は
低
下
し
､

電
力
料
金
は
上
昇
し
た
が
､
図
4
に
あ
る
よ
う
に
､
電
気

総
合
単
価
は
低
下
傾
向
を
示
し
た
｡
こ
れ
は
､
当
時
の
電

燈
用
消
費
電
気
量
が
電
力
用
消
費
電
気
量
を
上
回

っ
て
い

(4
)
た
た
め
に
生
じ
た
現
象
で
あ

っ
た
｡
電
気
総
合
単
価
の
低

下
を
可
能
に
し
た
最
大
の
要
因
は
､
中
距
離
送
電
技
術
の

確
立
と
結
び
つ
い
た
大
容
量
水
力
発
電
所
の
建
設
に
よ
る

(

5
)

発
電
コ
ス
ト
の
低
減
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

蓑
Ⅰ
に

あ
る
よ
う
に
､
日
露
戦
後
期
に
は
､
従
来
と
は
異
な
り
､

水
主
火
従
の
電
源
開
発
が
行
な
わ
れ
た
｡
そ
の
治
具
､

一

(644) 38

う
に
電
燈
料
金
が
顕
著
に
低
落
す
る
中
で
'
従
来
の
石
油
ラ
ン
プ
に
代
わ

九

二

年
に
は
'
水
力
発
電
所
の
出
力
が
火
力
発
電
所
の
出
力
を
凌
駕
す

(3
)

っ
て
電
燈
が
'

一
般
家
庭
で
も
と
も
さ
れ
始
め
た
｡

(6
)

る
に
い
た
っ
た
｡
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図2 電燈の普及状況

1888 93 98 1903 08 13 18

(出典)『日本帝国統計年鑑』,『電気事業

要覧』｡

表2 消費電気量の増加状況

(単位 :百万kW時)

0

(出典) 南亮遷 『長期経済統計12鉄道と電

力』｡

(荏)1.数値は1カ年平均の純増額｡

一2.電気事業者の需要端の増加状況｡

算

一
次
世
界
大
戦
期
に
は
'
表
2
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
､
日
露
戦
後

期
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
勢
い
で
電
気
需
要
は
膨
張
し
た
｡
第

一
次
世
界
大

戦
期
に
は
'
電
燈
の

一
般
家
庭

へ
の
普
及
は
継
続
し

(
図
2
)
､
電
動
機

が
蒸
気
機
関
を
凌
駕
す
る

い
わ
ゆ
る

｢
動
力
革
命
｣
が

進
行

し

た

(図

3
)｡
表
2
に
あ
る
よ
う
に
､
こ
の
時
期
に
は
電
力
需
要
の
膨
張
が
と
く

に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
'

1
九

1
八
年
に
は
電
力
用
消
費
電
気
量
が
電

(7
)

燈
用
消
費
電
気
量
を
上
回
る
に
い
た
っ
た
｡
動
力
革
命
が
急
速
に
進
行
し

た
背
景
に
は
､
石
炭
価
格
が
急
騰
し
た
た
め
､
図
5
に
あ
る
よ
う
に
'
第

一
次
世
界
大
戦
期
に
は
電
力

･
石
炭
相
対
価
格
が
低
落
し
た
と
い
う
事
情

が
存
在
し
た
｡

こ
の
よ
う
な
電
気
需
要
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
第

一
次
世
界
大
戦

期
に
は
､
電
源
開
発
は
伸
び
悩
み

(義
-
)
､
固
定
資
本
形
成
に
対

す
る

電
力
投
資
の
比
率
は
減
退
し
た

(
図
1
)｡
こ
う
し
た
状
況
は
当
該
期
特

有
の
投
資
制
約
要
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
､
こ

の
点
に
つ
い
て
は
t
の
ち
に
第

一
次
世
界
大
戦
期
の
電
力
業
の
資
金
調
達

過
程
を
検
討
す
る
際
に
､
論
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

以
下
で
は
､
こ
こ
で
の
概
観
を
ふ
ま
え
て
'
勃
興
期
日
本
電
力
業
の
資

金
調
達
過
程
を
､

一
八
八
三
～

一
九

〇
三
年
の
日
露
戦
争
以
前
の
時
期
'

39 (645)



図3 製造業の蒸気機関 ･電動機の馬力数

(千馬力)

18971900 05_ 10 15 18

(出典)南前掲書｡

0

年
)
八
七
九
～
八
八
二
貢
参
周
｡
た
だ
し
､
同

書
に
は
､
福
岡

･
香
川
両
県
の
電
力
会
社
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
た
め
'
実
際
の
電
力
会
社
数

は
､
六

〇
社
よ
り
も
い
-
ら
か
多
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
｡

(

3
)

拙
稿

｢
市
場
の
急
拡
大
と
供
給
体
制
の
多

極
化
｣

(関
西
電
力
編

『関
西
地
方
電
気
事
業

一
〇
〇
年
史
』
算
二
幸
'

一
九
八
七
年
刊
行
予

定
)
参
照
.

(
4

)

南
亮
進
『
長
期
経
済
統
計
12
鉄
道
と
電
力
』

(東
洋
経
済
新
報
社
､

一
九
六
五
年
)

一
九
八

貢
参
照
｡

(

5
)

『東
京
電
燈
株
式
会
社
開
業
五
十
年
史
』

(
一
九
三
六
年
)
八
九

～
一
〇
一
貫
参
照
｡
中

(646) 40

(8
)

1
九

〇
四
-
1
四
年
の
日
露
戦
後
期
､

1
九

1
五
-
1
八
年
の
第

一
次
世

界
大
戦
期
､
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
､
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
｡

読(
-
)

東
京
電
燈
は
､
同
発
電
所
を
｢算
二
電
燈
局
｣
と
呼
ん
で
い
た
｡

こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
『東
京
電
燈
株
式
会
社
史
』
(
一
九
五
六
年
)

三
貢
参
照
｡

(
2
)

内
閣
統
計
局

『
日
本
帝
国
算
二
十
三
統
計
年
鑑
』

(
一
九

〇
四

距
離
送
電
と
結
び
つ
い
た
大
容
量
水
力
発
電
所

の
噂
矢
と
な
っ
た
の
は
､
東
京
電
燈
が

一
九

〇
七
年
に
運
転
を
開
始

し
た
駒
梼
発
電
所
で
あ
っ
た
｡

(
6

)

南
前
掲
書
二
〇
六
頁
参
府
｡

(
7
)

南
前
掲
書

一
九
八
貢
参
照
｡
な
お
'
こ
こ
で
は
'
電
気
事
業
者

の
需
要
端
の
電
力
用
消
費
電
気
量
と
電
燈
用
消
費
電
気
量
を
此
鮫
し

た
｡

(8
)

日
露
戦
争
は

一
九

〇
四
年
二
月
に
勃
発
L
t

一
九

〇
五
年
九
月

ま
で
続
い
た
か
ら
､
厳
密
に
は
､

1
九

〇
四
-

1.四
年
は

｢
日
露
戦

中
戦
後
期
｣
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
'
本
稿
で
は
'
便
宜
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上
､

｢
日
露
戦
後
期
｣
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
｡

三
､
日
露
戦
争
以
前

(
一
八
八
三
～

一
九

〇
三
年
)

筆
者
の
推
計
に
よ
れ
ば
'
･1
九

〇
七
年
末
現
在
･Q
日
本
電
力
業
の
使
用

総
資
本
は
五
､
1
三
二
万
円
で
あ
り
'
そ
の
内
訳
は
'
払
込
資
本
金
が
四
､

三
二
七
万
円

(総
資
本
の
八
四
%

)

へ

積
立
金
が
三
〇
三
万

円

(同
じ
-

六
%

)

'
社
債
が

一
〇
七
万
円

(同
じ
-
二
%
)
'
借
入
金
が
三
九
四
万
円

15 181907 10

(出典)南前掲書｡

図5 電力 ･石炭相対価格の推移

1907 10 15 18

(_出典) 南前掲書,東京商業会議所調査課 『炭
価調節に関する調査資料』(1918年)0

(荏) 1907年を1とする相対価格｡

2

1

0

(

1
)

(同
じ
く
八
%

)

で
あ
っ
た

｡

こ
の
構
成
か
ら
み
て
､
日
露
戦
争
以
前
の

時
期
に
電
力
業
は
､
株
式
発
行
を
中
心
に
資
金
調
達
を
行
な
っ
て
い
た
と

言
っ
て
も
大
過
な
か
ろ
う
｡
現
実
に

一･九

〇
三
年
以
前
に
は
'
電
力
業
の

(

2
)

社
債
発
行
の
規
模
は
き
わ
め
て
小
さ
か
っ
た

｡

株
式
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
を
分
析
す
る
た
め
に
は
'
本
来
は
､

1
人

一
人
の
株
主
の
出
自
や
職
業
に
立
ち
返
り
､
社
会
的
資
金
の
源
泉
が
ど
こ

に
あ
っ
た
か
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
｡
し
か
し
'
残
念
な
が
ら
現
在
の

41 (647)



蓑 3 公称資本金と株主数にもとづくタイプ別の電力会社数の推移

憲 撃 5万 円未 満 5万円以上20万円未満 20万 円以 上

30人未満 ①少数出 a ⑦少数出資者小 資著大
資本型 資本型

30人以上100人未満 ② @ ⑧

tA〕①4l④ 31⑦ 0(7)

② 7l⑤lll⑧ 5(23)

③ 6l⑥15l⑨ 2(23)
(17)(29)(7)《53》

(9)(19)(10)《38》

=⇒

0(21)

4(33)=⇒

19(38)

(15)(54)(23)《92》

(ll)(30)(12)《53》

0(3)

5(8)

24(27)

(4)(5)(29)《38》

1(19)

4(29)

29(44)

(7)(51)(34)《92》

〔H〕-･･･〔A〕=⇒〔B〕

計計 (10)l《41》

〔Ⅰ〕--〔C〕=⇒〔D〕

計

(o)i(22)l(16)l《38》
〔J〕-･･･〔E〕=⇒〔F〕

計

1 (22)

9 (37)

53 (71,)

(ll)(56)(63)《130》

計

(出典) 『日本帝国統計年鑑』｡
(荏)1. タイプ分けは,伊牟田敏充｢明治期における株式会社の発展と株主層の形成｣
(『明治期株式会社分析序説』,法政大学出版局,1976年,所収)による｡
2. 〔A〕ば,1903年以前に設立された電力会社の ｢設立｣時点における分布｡た
だし,1903年末に存在した会社のみ掲載O〔B〕は,1903年末現在の分布｡〔C〕
は,〔B〕のうち1911年末にも存在した会社のみの1903年末現在の分布｡〔D〕
は,〔C〕に登場した会社の1911年末現在の分布｡〔E〕は,1904-11年に設立さ
れた会社の ｢設立｣時点における分布｡ただし,1911年末に存在した会社のみ
掲載｡〔F〕は,〔E〕に登場した会社の1911年末現在の分布｡〔G〕は,1911年末
現在の分布｡〔D〕と〔F〕の合計値｡
3.〔H〕〔Ⅰ〕〔J〕は,それぞれ〔A〕=⇒〔B〕,〔C〕=⇒〔D〕,〔E〕=⇒〔F〕の変
化の内容を示す｡Lは左方,Rは右方,Uは上方,Dは下方へのタイプ間の移
動を表わしている｡Sは左右または上下に移動しなかったことを表わす｡なお,
〔H〕には1902γ03年に設立された会社,〔J〕には1910-11年に設立された会社
は含まれていない｡ ′
4. ( )内は各欄の合計値｡《 》内は総計値｡

(648) 42
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資
料
状
況
の
も
と
で
は
'
明
治
期
の
電
力
会
社
の
株
主
名
簿
を
そ
ろ
え
る

こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
'
ま
た
､
た
と
え

一
部
の
会
社
の
株
主
名

簿
を
入
手
し
え
た
に
し
て
も
､
個
々
の
株
主
の
出
自
や
職
業
を
全
面
的
に

確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
｡
そ
こ
で
､
株

主
の
本
格
的
分
析
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
て
､
こ
こ
で
は
'

電
力
会
社
が
社
会
的
資
金
の
動
員
に
ど
の
程
度
成
功
し
た
か
と
い
う
点
に

論
点
を
し
ぼ
っ
て
分
析
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
｡

(3
)

表
3
は
'
明
治
期
の
株
式
会
社
に
関
す
る
伊
牟
田
敏
充
氏
の
分
析
手
法

に
即
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
'
公
称
資
本
金
と
株
主
数
の
規
模
の
組

み
合
せ
で
九

つ
の
タ
イ
プ
を
設
定
し
て
濁
る
｡
左
上
の
①
は
公
称
資
本
金

五
万
円
未
満
株
主
数
三
〇
人
未
満
の

｢少
数
出
資
者
小
資
本
型
｣
'

左
下

の
③
は
公
称
資
本
金
五
万
円
未
満
株
主
数

一
〇
〇
人
以
上
の

｢
多
数
出
資

者
小
資
本
型
｣
､

右
上
の
⑦
は
公
称
資
本
金
二
〇
万
円
以
上
株
主
数
三
〇

人
未
満
の

｢
少
数
出
資
者
大
資
本
型
｣
'

右
下
の
⑨
は
公
称
資
本
金
二
〇

万
円
以
上
株
主
数

1
0
0
人
以
上
の

｢
多
数
出
資
者
大
資
本
型
｣
t

を
そ

れ
ぞ
れ
表
現
し
て
お
り
'
･全
体
と
し
て
右
下
方
向
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
社

会
的
資
金
の
動
員
に
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
に
な
る
｡

伊
牟
田
氏
は
'
電
力
業
の

一
社
当
り
の
公
称
資
本
金
､
株
主
数
の
平
均

値
を
算
出
さ
れ
､
す
で
に

一
八
八
九
年
の
時
点
で
電
力
会
社
は

｢
多
数
出

(4
)

資
者
大
資
本
型
｣
に
属
し
て
い
た
と
す
る
結
論
を
導
か
れ
た
｡

し
か
し
'

一
社
当
り
の
平
均
値
を
算
出
す
る
と
い
う
方
法
は
'
氏
が
主
眼
を
置
か
れ

た
よ
う
な
各
業
種
間
の
比
較
と
い
う
点
で
は

一
定
の
有
効
性
を
も
ち
え
て

も
'
個
別
業
種
内
部
で
の
社
会
的
資
金
の
動
員
の
進
展
度
合
の
把
連
と
い

う
点
で
は
難
点
を
残
し
て
い
る
｡
と
言
う
の
は
､
資
本
金
や
株
主
数
が
巨

大
な
企
業
が

一
社
で
も
存
在
し
た
場
合
､
そ
の
影
響
が
業
界
全
体
に
及
ん

で
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
｡
そ
こ
で
､
表
3
で
は
'
『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』

に
記
載
さ
れ
た
電
力
会
社
を

一
社
ご
と
に
タ
イ
プ
分
け
し
､
各
タ
イ
プ
の

会
社
数
を
数
え
る
と
い
う
手
法
を
と

っ
た
｡

な
お
､
あ
ら
か
じ
め
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し

て
､
会
社
合
併
の
処
理
の
問
題
が
あ
る
｡
合
併
に
よ
っ
て
生
ず
る
見
掛
け

上
の
社
会
的
資
金
の
動
員
の
進
展
が
表

3
に
混
入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に

は
､
本
来
は
､
合
併
に
よ
る
資
本
金
と
株
主
数
の
増
加
を
事
前
に
チ
ェ
ッ

ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
L
か
し
'
①
合
併
に
よ
る
株
主
数
の
増
加
規

模
を
把
握
す
る
こ
と
は
現
状
の
資
料
状
況
の
も
と
で
は
困
難
で
あ
る
'
②

表
3
が
原
資
料
と
し
て
利
用
し
た

『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
が
カ
ヴ
ァ
-

し
て
い
る

一
九

二

年
ま
で
の
時
期
に
は
電
力
会
社
間
の
合
併
は
件
数
'

規
模
と
も
わ
ず
か
で
あ

っ
た
､
と
い
う
二
つ
の
理
由
に
よ
り
'
本
稿
で
は
'

合
併
の
影
響
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
わ
な
か
･つ
た
｡

E
iiiii
]

表

3
の

A
は
日
露
戦
争
以
前
に
設
立
さ
れ
た
電
力
会
社
の
設
立
時
点
で

〔

〕

の
分
布
を
示
し
て
お
り
､
B
は

一
九

〇
三
年
末
時
点
で
の
分
布
を
示
し
て

一TL
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表4 形態別の電力会社の増資件数 .(単位 :件)

(出典) 『日本帝国錬計年鑑』｡

(注)1. 増資規模と株主数の変化にもとづき推定｡

2. ()内は構成比(%)0

い
る
e
そ
し
て
､
カ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
を
同

1
と
す
る
た
め
に
八

1
九

〇
三
年
末
現

在
の
デ
ー
タ
が
,

判
明
し
な
い
会
社
に
つ

L]i

い
て
は
､
A

か
ら
除
外
し
て
あ
る
C

〔

〔
l

nA
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
日
露
戦
争

｢

'-
以
前
に
設
立
さ
れ
た
電
力
会
社
の
中
で

設
立
時
か
ら
⑨
の

｢
多
数
出
資
者
大
資

本
型
｣
で
あ

っ
た
も
の
は
､例
外
的
で
あ

(

5
)

っ
た
｡

東
京
電
燈

･
名
古
屋
電
燈

二
見

都
電
姪

.･
神
戸
電
燈
な
ど
の
当
時
の
電

力
業
界
を
代
表
す
る
大
会
社
も
､
⑨
の

(

6
)

タ
イ
プ
に
は
属
さ
な
か
っ
た

｡

⑤
お
よ

び
⑥
の
タ
イ
プ
が
全
体
の
約
半
分
を
Jp

め
'
株
主
数
が
多
数
で
あ

っ
た

も

の

(③
⑥
⑨
)
は
､
中
規
模
で
あ

っ
た
も

の

(②
⑤
⑧
)
と
有
を
並
べ
て
は
い
た

も
の
の
'
資
本
金
が
大
規
模
で
あ

っ
た
･

も
の

(⑦
⑧
⑨
)
-は
､
中
規
模

(④
⑤

⑥
)
お
よ
び
小
規
模
.
(①
②
③
)
で
あ

っ
た
も
の
に
遠
く
及
ば
な
か

っ
た
｡

PJ.IB
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
こ
う
し
た
状
況
は
､
日
露
戦
争
直
前
の

一
九

〔
〇
三
年
ま
で
に
は
大
き
く
は
変
ら
な
か

っ
た
｡
確
か
に
⑨
.の
タ
イ
プ
が
五

(

7
)

社
増
加
し
､

資
本
金
の
大
規
模
化
が
あ
る
程
度
進
展
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
'
そ
れ
で
も
資
本
金
が
中
規
模
で
あ
っ
た
も
の

(④
⑤
⑥
)
が
'

引
き
続
き
全
体
の
過
半
を
占
め
て
い
た
.
ま
た
'
株
主
数
の
多
数
化
は
.I

ほ
と
ん
ど
進
展
し
な
か
っ
た
｡

L]d

L]d

表
3
に
お
い
て
､
A

か
ら
B

へ
の
変
化
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
作
成
し

〔

〔

〕

〕

た
の
が
､
H

で
あ
る
｡

H

で
は
'
L
は
左

へ
.､
R
は
右

へ
一､
U
は
上

へ
､

〔

〔

D
は
下

へ
の
タ
イ
プ
間
の
藤
動
を
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
し
t
s
は
左
右
な
い
し

上
下

へ
の
タ
イ
プ
間
の
移
動
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
.て
い
る
｡
な

hd

ー

一

岳

お
､
H

の
会
社
総
数
が
A

お
よ
び
B

よ
り
少
な
い
の
は
'
変
化
を
問
題
に

r
lq

r

l

i
!

す
る
こ
と
自
体
が
無
意
味
な

一
九

〇
二～
三
年
に
設
立
さ
れ
た

一
二
社
を

取
り
除
い
た
た
め
で
あ
る
｡

〕H
か
ら
は
'
日
露
戦
争
以
前
の
時
期
に
､

1
0
社
の
呑苧
刀
会
社
が
資
本

r■tコ

金
の
大
規
模
化
を
意
味
す
る
右
方
向

へ
の
タ
イ
プ
間
の
移
動

｡(
R
)
を
実

現
し
た
も
の
の
､
そ
れ
は
全
体
の
約
四
分
の

一
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
..｡

ま
た
'
株
主
数
の
多
数
化
を
意
味
す
る
下
方
向

へ
の
.タ
イ
プ

闇
の
移
動

(D
)
は
､
そ
れ
自
体
が
小
規
模
に
と
ど
ま

っ
た
し
､
株
主
数

の
少
数
化
を
意
味
す
る
上
方
向

へ
の
タ
イ
プ
間
の
移
動

(
U
)
に
よ
っ
て

は
ぽ
相
殺
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
｡

(650)44



勃興期日本電力業の資金調達

L-

ri
ii
]

L
]d

わ
れ
わ
れ
は
Lr
表
3
の

A､
B

お
よ
び

H
か
ら
'
日
露
戦
争
以
前
の
時

層
1U
Lq

層
慮

期
に
は
電
力
会
社
に
よ
る
社
会
的
資
金
の
動
員
は
そ
れ
ほ
ど
進
展
し
て
い

な
か
っ
た
t
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
こ
の
点
は
'
電
力
会
社

の
増
資
件
数
の
形
態
別
内
訳
を
示
し
た
表
4
か
ら
も
､
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
｡
表
4
は
､

『
日
本
帝
国
鱗
計
年
鑑
』
に
も
と
づ
き
'
増
資
の
除

に
株
主
数
が
あ
ま
り
増
加
し
な
か
っ
た
も
の

(な
い
し
減
少
し
た
も
の
)

は

｢
株
主
割
当
型
｣
と
し
､
株
主
数
が
増
加
し
た
結
果

1
株
主
当
り
の
公

称
資
本
金
が
あ
ま
り
増
加
し
な
か
っ
た
も
の

(な
い
し
減
少
し
た
も
の
)

は

｢
公
募
型
｣
と
し
､
株
主
数
が
増
加
し
て
も

一
株
主
当
り
公
称
資
本
金

が
増
加
し
た
も
の
は

｢
中
間
型
｣
と
す
る
と
い
う
'
推
定
作
業
を
経
て
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
表
か
ら
､
日
露
戦
争
以
前
の
時
期
に
は
､
株

主
数
の
多
数
化
に
結
び
つ
か
な
い

｢
株
主
割
当
型
｣
の
増
資
が
支
配
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

お
よ
び

『京
都
電
燈
株
式
会
社
五
十
年
史
』

(
一
九
三
九
年
)
に
よ

れ
ば
､

一
九
〇
三
年
以
前
に
社
債
を
発
行
し
た
電
力
会
社
は
､
.京
都

電
燈
(
三
日
､
合
計

二
六
万
五
'
〇
〇
〇
円
)
･
桂
浜
共
同
電
燈
(
一

口
'

一
五
万
円

)･宇
都
宮
電
燈

(
一
口
'
三
万
五
､
〇
〇
〇
円
)
･

鶴
岡
水
力
電
気

(
一
口
､
二
万
円
)
の
四
社
に
と
ど
ま
っ
た
｡

(
3
)

伊
牟
田
敏
充

｢
明
粁
期
に
お
け
る
株
式
会
社
の
発
展
と
株
主
層

の
形
成
｣
(
『明
治
期
株
式
会
社
分
析
序
説
』
､･
法
政
大
学
出
版
局
'

1
九
七
六
年
'
所
収
)
四
九
～
五
〇
頁
参
照
｡

(
4
)

伊
牟
田
前
掲
論
文
三
一
頁
参
願
｡

Eiid

(
5
)

表
3
A
の
⑨
タ
イ
プ
に
属
し
て
い
た
の
は
'
大
阪
電
燈
と
蔭
浜

〔

共
同
電
燈
の
二
社
だ
け
で
あ
っ
た
｡

〕

(
6
)

表
3
A
に
お
い
て
､
東
京
電
燈
と
神
戸
電
燈
は
⑧
の
タ
イ
プ

〔

に
'
名
古
屋
電
燈
と
京
都
電
燈
は
⑥
の
.タ
イ
プ
に
､
そ
れ
ぞ
れ
属
し

て
い
た
｡

(
7
)

こ
の
五
社
と
は
､
東
京
電
燈

･
名
古
屋
電
燈

･
京
都
電
燈

･
神

戸
電
燈

･
日
光
電
力
の
こ
と
で
あ
る
｡

註(
-
)

前
掲
拙
稿

｢
戦
前
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
の
長
期
的
動

向
｣
六

一
頁
参
照
｡
な
お
､
原
資
料
の
逓
信
省
電
気
局

『
電
気
事
業

要
覧
』
に
基
礎
的
な
デ
ー
タ
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
'

一
九
〇

六
年
以
前
の
時
期
に
お
け
る
日
本
電
力
業
の
資
金
構
成
を
推
計
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡

(

2

)

白
木
贋
業
戯
行
噂
別
調
査
巷

『社
債

一
男
』

(
1
九
七
0
年
)

四
､
日
露
戦
後
期

(
1
九

〇
四

-
1
九

一
四
年
)

筆
者
の
推
計
に
よ
れ
ば
､

一
九
〇
八
～
一
四
年
の
時
期
に
日
本
電
力
業

の
使
用
総
資
本
は
三
億

一
､
三
〇
一
万
円
増
加
し
た
が
'
そ
の
増
加
寄

与
率
の
内
訳
は
､
払
込
資
本
金
純
増
分
が
七
六
%
'
積
立
金
純
増
分
が
三

(1
)

%
､
社
債
親
増
分
が
九
%
､
借
入
金
魂
増
分
が

二
二
%
で
あ
っ
た
.
こ
の
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噂
加
寄
与
率
の
構
成
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
電
力
業
は
､
日
露
戦
後
親
に

も
'
引
き
続
き
株
式
発
行
を
中
心
に
資
金
調
達
を
行
な
っ
た
｡

電
力
会
社
に
よ
る
株
式
発
行
を
通
じ
た
社
会
的
資
金
の
動
員
は
'
日
露

r
ii_

Eiii
]

戦
後
期
に
は
著
し
-
進
展
し
た
｡
表
3
の
C
と

D
は
､
そ
れ
ぞ
れ

一
九
〇

(2)

Cg

t
rL

三
年
末
と

一
一
年
末
の

既
存
電
力
会
社

(
一
九

〇
三
年
以
前
に
設
立
さ
れ

(3
)
〕

〕

た
電
力
会
社
)
の
分
布
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
C
と
D
か
ら
わ
か

rlq

rq

る
よ
う
に
､
こ
の
八
年
間
に
⑨
の

｢
多
数
出
資
者
大
資
本
型
｣
の
電
力
会

社
の
会
社
数
は
'
四
倍
に
増
加
し
た
｡

そ
し
て
､

一
一
年
末

の
時
点

で

は
､
既
存
電
力
会
社
の
三
分
の
二
近
く
が
'
⑨
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
よ
う

に
な
っ
た
｡

一
万
､

一
九
〇
四
～
一
一
年
に
設
立
さ
れ
た
新
設
電
力
会
社
の
設
立
時

〕

点
で
の
分
布
を
示
し
た
表
3
の
E
を
見
る
と
､
日
露
戦
争
以
前
の
電
力
会

dg

E]d

社
の
.設
立
状
況
を
示
し
た
A
と
比
べ
て
､
基
本
的
な
傾
向
は
変
ら
な
か
っ

め

(③
⑥
⑨
な
い
し
⑦
⑧
⑨
)
が
最
大
の
数
値
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
､
⑨
の
タ
イ
プ
が
全
体
の
四
〇
%
強
の
比
率
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
､
な
ど
が
確
認
で
き
る
｡
こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
て
､
わ
れ
わ
れ

は
､
電
力
会
社
に
よ
る
社
会
的
資
金
の
動
員
は
日
露
戦
後
期
に
大
い
に
進

展
し
た
､
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

し
か
し
､
こ
こ
で
見
過
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
､
日
露
戦
後
期
に
お

け
る
電
力
会
社
の
社
会
的
資
金
の
動
員
に
は
'

一
つ
の
限
界
が
存
在
し
た

こ
と
で
あ
る
｡
そ
の
限
界
と
は
'
資
本
金
の
大
規
模
化
の
テ
ン
ポ
に
比
べ

て
'
株
主
数
の
多
数
化
の
テ
ン
ポ
が
立
ち
遅
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
｡
こ
の

〕

〕

(
5

)

点
は
､
表
3
の
Ⅰ
お
よ
び
I
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る

｡

な

甘膚い

属
し

L-

L]d

E]d

お
'
-

は
既
存
電
力
会
社
の
C

か
ら
D

へ
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ

(652) 46

る甘 り
0) ヽ

iq

L

-
L

i
q

EJd

n
-

hiiiii
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l

は
新
設
電
力
会
社
の
E

か
ら
F

へ
の
変
化
を
示
七
た
も
の
で
あ

ー
rL

i!

∃

ま
た
'
表
4
か
ら
も
､
日
露
戦
後
期
に
比
率
を
高
め
た
増
資
の
形
態

(

4
)

〔

た
も
の
の

､
⑨
の
比
率
が
高
ま
り
'⑤
や
⑥
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た

〕

こ
と
が
わ
か
る
｡
そ
し
て
､
F
に
あ
る
よ
う
に
'

一
一
年
末
の
時
点
で
は
'

〔

新
設
電
力
会
社
に
つ
い
て
も
､
九
つ
の
タ
イ
プ
の
中
で
⑨
が
最
大
の
数
値

を
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

l

■

Li

EJd

表
3
の
G

は
､

D
と
F

を
合
算
し
た
も
の
で
あ
り
'

一
九

一
一
年
末
現

iq

旬tL

1
コ

hi
ii
]

在
の
電
力
会
社
の
-
1
タ
ル
な
分
布
状
況
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
｡
G厄
1L

か
ら
は
､
株
主
数
に
つ
い
て
も
資
本
金
に
つ
い
て
も
大
規
模
で
あ
っ
た
も

は
､

｢
公
募
型
｣
よ
り
も
む
し
ろ

｢
中
間
型
｣
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か

ヽ

る
｡
こ
の
時
期
に
は
､
増
資
に
と
も
な
い
株
主
数
は
増
加
し
た
も
の
の
､

一
株
主
当
り
の
公
称
資
本
金
も
増
大
し
た
わ
け
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
限
界
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
､
日
露
戦
後
期
に
は
､
電
力

会
社
に
JT6る
社
会
的
資
金
の
動
員
は
大
い
に
進
展
し
､
前
掲
し
た
図
1
か

ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
､
電
力
業
の
資
金
調
達
の
規
模
は

爆
発
的
に
拡
大
し
た
｡
こ
の
時
期
に
大
規
模
な
資
金
調
達
が
可
能
に
な
っ
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図6 金利と電力業の事業計画資本高

0

5

0

5

0

2

1

1

(出典)大蔵省『金融事項参考書』,日銀『銀行会社計画資本調jo

業
は
､
収
益
の
安
定
性
と
い
う
他
の
産
業
に
は

な
い
強
味
を
も

っ
て
い
た
｡
ま
た
'
全
国
各
地

で

｢
水
力
電
気
ブ

ー
ム
｣
が
生
じ
た
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
'
電
力
業
は
'
成
長
性
と
い

う
点
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
｡
そ
の
結

果
'
す
で
に
別
の
橡
会
に
指
摘
し
た
よ
う
に
'

日
露
戦
後
期
に
は
電
力
株
の
株
価
は
相
対
的
に

(8
)

高
水
準
を
維
持
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
､
他
の
産
業
が
不
況
色
を
強
め

る
中
で
'
電
力
業
が
例
外
的
に
高
成
長
を
持
続

す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
､
戦
前
日
本
の
景
気

後
退
局
面
で
そ
の
後
も
繰
り
返
さ
れ
た
現
象
で

(9
)

あ

っ
た
｡
そ
の
意
味
で
､
戦
前
日
本
の
経
済
発

展
に
は
た
し
た
電
力
業
の
特
徴
的
な
役
割
は
､

た
要
因
と
し
て
は
､
以
下
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第

一
点
は
'

｢
不
況
の
慢
性
化
｣
が
進
行
し
多
-
の
産
業
部
門
が
低
迷

を
余
儀
無
-
さ
れ
た
日
露
戦
後
期
に
､
電
力
業
が
､
ガ
ス
業
な
ど
と
と
も

に
'
例
外
的
に
好
況
色
を
維
持
し
た
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
時
期
に
も
電
力

(
7
)

株
の
配
当
率
は
他
と
比
べ
て
と
-
に
高
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が

､

電
力

景
気
後
退
局
面
に
あ

っ
て
経
済
成
長
を
下
支
え

す
る
点
に
あ

っ
た
と
言

っ
て
も
'
け

っ
し
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡

日
露
戦
後
期
は
､
こ
の
よ
う
な
特
徴
的
な
電
力
業
の
役
割
が
顕
在
化
し
た

最
初
の
局
面
で
あ

っ
た
｡

第
二
点
は
'
図
6
に
あ
る
よ
う
に
､

1
九

〇
九
年
の
後
半
か
ら

二

年

に
か
け
て
'

｢
金
利
の
革
命
｣
と
呼
ば
れ
た
未
曾
有
の
金
利
の
低
落
'
金

47 (653)



義.5 電力会社の株式の分割払込み状況

lG]-････-1911*#

0-1 (10-12)

6-2 (25110)

44-9 (52-19)

(318)(34-21)(50112)《87141》

〔B〕･･-･1903年末

(3-8)(17-12)(9-3)《29-23》

(出典) 『日本帝国統計年鑑』｡

(注)1. 左側は,払込資本金が公称資本金より少なかった電力会社の数｡

右側は,払込資本金が公称資本金と一致した電力会社の数｡

2. その他,表3を参照Oただし,一部に数値が不明な電力会社があるた

め,一会社数の総計は,表3の〔B〕･〔G〕と一致しない｡

融
緩
慢
が
生
じ
た
こ
と

で
あ
る
｡
図
6
か
ら
わ

か
る
.よ
う
に
'
日
露
戦

後
期
か
ら
第

一
次
世
界

大
戦
期
に
か
け
て
'
電

力
業
の
事
業
計
画
資
本

高
は
'
金
利
の
動
向
に

き
わ
め
て
敏
感
に
反
応

し
た
｡
つ
ま
り
､
金
利

が
低
下
す
る
と
事
業
計

画
資
本
高
が
増
大
し
､

金
利
が
上
昇
す
る
と
事

業
計
画
資
本
高
が
減
少

す
る
と
い
う
関
係
が
見

ら
れ
た
わ
け

で
あ

る

が
､
こ
れ
は
'
当
該
期

の
電
力
業
が
資
金
森
泉

の
大
半
を
外
部
資
金
に

依
存
し
て
い
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

表 6 三井銀行 『貸附金記入帳』第 25
号 (1907年上季)に記入され た

貸付金の担保別構成

貸付 金 額
貸 付
件 数担 保 物 件

千円 %
6,550(85.3)
65(0.8)
111(1.4)

8(0.1)

322(4.2)

232(3.0)

176(2.3)

141(1.8)

19(0.2)

9(0.1)

47(0.6)

株 式

株式および債券
債 券

定期預金証書

採 炭 特 許 権

金 属 類

布 地

洋 酒

砂 塵

不 明

無 担 保

合 計 1300 17,680(100)

(出･典) 三井銀行 『貸附金記入帳』算25号｡
(注)1.フローベース｡2.()は構成比｡
3.記入期間は,1906年12月25日～1907
L年 4月8日.

(654) 48

こ
の
点
で
は
'
電
力
業
の
主
要
な
資
金
調
達
手
段
で
あ
っ
た
株
式
発
行

に
関
連
し
て
'
銀
行
の
株
式
担
保
貸
出
と
結
合
し
た
株
式
の
分
割
払
込
み

が
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
表
5

か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
､
日
露
戦
後
期
に
は
電
力
会
社
の

株
式
の
分
割
払
込
み
は
､
日
露
戦
争
以
前
の
時
期
に
比
べ
て
い
っ
そ
う
範

囲
を
拡
張
し
た
｡
従
来
の
よ
う
に

｢
多
数
出
資
者
大
資
本
型
｣
の
電
力
会

社

(⑨
の
タ
イ
プ
)
の
あ
い
だ
で
の
み
な
ら
ず
､
資
本
金
や
株
主
数
が
中

規
模
の
電
力
会
社

(④
⑤
⑧
の
タ
イ
プ
)
の
あ
い
だ
で
も
､
株
式
の
分
割

払
込
み
が
支
配
的
に
な
っ
た
o
ま
た
'
三
井
銀
行
の

7
九

〇
七
年
上
李
の



『
貸
附
金
記
入
帳
』
k
.よ
れ
ば
'
同
行
は
､
こ
の
時
期
に
株
式
担
保
貸
出
を

画
資
杢
向
は
'
全
産
業
の
事
業
計
画
資
杢
向
の
約
五
分
の

1
か
ら
四
分
の

積
極
的
に
展
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
.
(表
6
)0

と
こ
.ち
.で

一九

｢
○
～
二

年
に
は
'
他
の
産
業
が
低
迷
を
続
け
る
中

で
金
融
緩
慢
が
生
じ
た
た
め
へ
図
■隼
に
あ
る
よ
う
に
､
電
力
業
の
事
業
計
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図7 国有化された鉄道会社の大株主の動向

①1919年末現在のBの持株数 一 一- 57,196.020株

② 〝 AnB･の持株数 - 7.073,504株

AnB/B- 1.5% ②/① - 12.4%

1
を
占
め
iQ
に
い
た

っ
た
｡-
電
力
業
は
こ
の
金
融
緩
慢
･に
乗
じ
て

1
挙
に

大
規
模
な
資
金
調
達
を
実
現
し
た
が
へ
す
で
に
長
岡
新
吉
氏
や
高
村
直
助

氏
が
指
括
さ
S
.て
い
る
よ
う
に
､
こ
の
金
融
藤
慢
は
二

速
の
外
債
発
行

(
1

0)

に
よ

っ
て
引
き
起
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た

｡

電
力
会
社
は
'
日
露
戦
後
期
に
も
t
の
ASt.の

一
九

③1919年末現在のCの電力株持株数 - 8.689.951株

@ 〝 AnCの電力株持株数 - 1,139.134株

AnC/CT-2.3% ④/③ - 13.1%

(出典)鉄道時報局 r帝国鉄道要鑑11906年版,ダイヤモンド社

『全国枠主要覧J 1920年版.武田時人 ｢大正九年版 F全国株主

要覧』の第一次集計結果(1)｣(東京大学 r経済学論集J第51巷第
4号)｡

二
〇
年
代
と
同
様
に
電
力
外
債

の
発
行
を
計
画
し

(ll
)
た
｡
ま
た
'
日
英
合
併
で
'
当
時
日
本
最
大
の
電
力

会
社
で
あ

っ
た
東
京
電
燈
を
上
回
る
資
本
規
模
を
も

つ
'
日
英
水
力
電
気
を
設
立
す
る
計
画
も
存
在
し

た
｡
し
か
し
､
こ
れ
ら
の
計
画
は
1
英
.国
の
金
融
機

関
が
'･
電
力

･
石
炭
相
対
価
格
の
高
さ
や
'
■破
滅
的

な
競
争
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
企
業
数
の
多
さ
を
考

慮
し
て
｣
日
本
の
電
力
業
の
将
来
性
に
疑
念
を
も
･つ

(
12
)

た
た
め
'
い
ず
れ
も
実
現
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た

｡

そ
の
結
果
､
日
露
戦
後
期
に
は
'
電
力
外
債
は
い
っ

さ
い
発
行
さ
れ
ず
'
国
債
､
地
方
債
へ
鉄
道
社
債
な

ど
の
他
の
形
態
の
外
債
が
発
行
さ
れ
た
｡
.従

･つ
て
t.

日
露
戦
後
期
の
外
債
は
'

1
九
二
〇
年
代
の
そ
れ
と

は
異
な
り
'
直
接
的
に
は
電
力
業
の
発
展
に
貢
献
し

49 (655)



表 7 国有化された鉄道会社の大株主の東京電燈株の所有状況

秩秩人人

(出典) 前掲 『帝国鉄道要鑑』,東京電燈 『営業報告書』｡

な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
d
し
か
し
､
そ
の

こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
決
定
的
に
不

十
分
で
あ
る
｡
と
言
う
の
は
､
日
露
戦
後

期
に
お
い
て
も
､
①
外
債
発
行
が
金
融
緩

慢
を
も
た
ら
し
'
そ
の
金
融
緩
慢
が
電
力

業
の
資
金
調
達
を
容
易
に
し
た
､
②
地
方

外
債
の
う
ち
東
京
市

･
大
阪
市

･
京
都
市

の
外
債
は
'
市
営
電
気
供
給
事
業
の
発
展

(13
)

に
大
き
-
寄
与
し
た
､
と
い
う
二
つ
の
経

路
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
｡
実
際
に
は

外
債
発
行
は
､
日
露
戦
後
期
に
は
よ
や
迂

回
的
な
形
で
'

一
九
二
〇
年
代
に
は
よ
り

直
接
的
な
形
で
､
電
力
業
の
発
展
に
貢
献

し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

日
露
戦
後
期
の
電
力
業
の
大
規
模
な
資

金
調
達
を
可
能
に
し
た
第
三
の
要
因
と
し

て
は
､

一
九

〇
六
年
の
鉄
道
国
有
化
の
結

果
'
株
式
投
資
の
対
象
が
鉄
道
株
か
ら
電

力
株

へ
移
行
し
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
｡
こ
の
論
点
は
す
で
に
野
田
正
穂

(14
)

氏
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
へ.
国
有
化
の
対
象
と
な
っ
た
鉄

道
会
社
の
旧
株
主
の
そ
の
後
の
株
式
投
資
の
実
態
に
つ
い
て
は
従
来
ほ
と

ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
｡
図
7
と
表

7
は
､
こ
の
よ
う
な
研

究
史
の
空
白
を
埋
め
る

一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
意
図
を
こ
め
て
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
｡

国
有
化
の
対
象
と
な

っ
た
鉄
道
会
社
の
旧
株
主
の
う
ち

一
九

〇
五
年
末
(15
)

現
在
の
大
株
主
に
つ
い
て
は
'

『
帝
国
鉄
道
要
鑑
』
の

一
九

〇
六
年
版
に

よ
り
､
合
計
六
四
四
名
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
残
念
な
が
ら
'
そ

の
後
株
主
を
本
格
的
に
網
羅
し
た
資
料
は
､

1
九

1
八
年
版
と

1
九
二
〇

(
1

6)

年
版
の

『
全
国
株
主
要
覧

』

ま
で
見
当
ら
な
い
｡
こ
こ
で
は
t
よ
り
カ
ヴ

(17
)

ァ
-
ッ
ジ
の
大
き
い

1
九
二

〇
年
版
を
利
用
し
'
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
や

1

万
三
､
四
五
九
名
の
中
に
さ
き
の
六
四
四
名
が
ど
れ
ほ
ど
含
W
.れ
.て
い
る

か
を
逐

一
チ
ェ
ッ
ク
し
た
｡
そ
の
結
果
は
図
7
の
通
s
i
で
あ
を
が
､
調
査

時
点
に

一
四
年
も
の
ず
れ
が
あ
り
､
そ
の
間
に
多
く
の
物
故
者
が
生
じ
た

で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
二

九

一
九
年
末
の
時
点
で
､

国
有
化
さ
れ
た
鉄
道
会
社
の
肝
大
株
主
が
全
体
の
株
式
の
約
八
分
の

1
を

所
有
し
て
い
た
こ
と
は
､
注
目
に
値
す
る
｡
阻
藤
は
'
同
じ
時
点
で
の
電

力
株
に
関
す
る
こ
れ
ら
旧
大
株
主
の
持
株
シ
ェ
ア

一
三

二

%
を
い
か
に

評
価
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
が
､
.こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
物
故
者
の
存

在
と
い
う
要
因
の
ほ
か
に
も
'
後
述
す
る
よ
う
な
琴

一
次
世
界
大
戦
期
に

(656) 50
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お
け
る
電
力
株
の
株
価
の
相
好
的
低
迷
と
.い
う
要
因
を
考
慮
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡

こ
れ
ら
の
要
因
の
影
響
を
取
り
除
き
'
鉄
道
国
有
化
後
の
日
露
戦
後
期

に
お
け
る
鉄
道
会
社
の
旧
大
株
主
の
電
力
株
投
資
の
実
態
を
知
る
た
め

に
'
比
較
対
照
が
可
能
な
東
京
電
燈
株
に
つ
い
て
､
事
態
の
推
移
を
見
た

も
の
が
表
7
で
あ
る
｡
こ
の
裏
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､

一
九

二

年
末
に

お
け
る
鉄
道
会
社
の
旧
大
株
主
の
東
京
電
燈
株
の
持
株
シ
ェ
ア
は
'

一
九

一
九
年
末
に
お
け
る
そ
れ
の
二
倍
強
に
達
し
た
｡
従

っ
て
'
日
露
戦
後
期

に
お
け
る
こ
れ
ら
旧
大
株
主
の
電
力
株
の
持
株
シ
ェ
ア
は
'

一
九

一
九
年

末
に
お
け
る

三

一
二

%
よ
り
も
相
当
高
い
水
準
に
あ
っ
た
と
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
｡
さ
ら
に
'
こ
こ
で
換
討
し
た
歌
道
会
社
の
旧
株
主
の
動

向
以
外
に
も
､
鉄
道
国
有
化
が
な
け
れ
ば
鉄
道
株
投
資
に
向
か
っ
た
は
ず

の
新
規
の
株
主
が
､
結
果
的
に
は
電
力
株
投
資
に
向
か
っ
た
と
い
う
状
況

も
'
当
焦
想
定
で
き
る
｡
い
ず
れ
に
し
て
も
､
鉄
道
国
有
化
が
､
株
式
発

行
を
通
じ
た
電
力
業
の
資
金
調
達
町
肯
定
的
に
作
用
し
た
こ
と
は
間
違
い

(
1

8)

な
か
ろ
う

｡

註(
-
)

前
掲
拙
稿

｢
戦
前
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
の
長
期
的
動

向
｣
六

1
･
六
八
貢
参
滞
｡

(
2一)

表
3
の
原
資
料
で
あ
る

『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
に
は
､

一
九

一
二
年
以
降
の
各
電
力
会
社
の
公
称
資
本
金
と
株
主
数
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
｡
EiiiiJ

.｢l
E

riid

F
馴
u

(
3
)

表
3
の
C

と
D

に
は
t
A

と
B

で
掲
載
し
た
電
力
会
社

の
う

i!

∃

Lq

rl
コ

ち
､

一
九
二

年
末

の
時
点
で

存
在

し
た
も
の
の
み
を
掲
げ
た
｡
従

Eid

E

h-
F
｣

っ
て
t
C
と
D
の
会
社
総
数
は
'
A

と
B

の
そ
れ
よ
り
少
な
Y
な
っ

届

t
コ

ヨ

rq

届t5

て
い
る
｡

E
iii]
E-

(

4

)

表
3
の
A

と
E

の
あ
い
だ
に
は
､
資
本
金
が
中
規
模
で
あ
っ
た

層tlU
ヨtlL

も
の

(④
⑤
⑥

)
が

過
半
を
占
め
た
'
株
主
数
が
多
数
で
あ
っ
た
も

の

(③
⑥
⑨
)
の
シ
ェ
ア
は
40
%
強
で
あ
っ
た
t
な
ど
の
共
通
点
が

存
在
す
る
｡

と
こ
ろ
で
'
表
3
に
つ
い
て
は
､
日
露
戦
争
以
前
の
時
期
と
日
露

戦
後
期
の
双
方
に
'
同

1
の
タ
イ
プ
分
け
の
基
準
を
用
い
る
こ
と
に

対
し
て
､
当
然
の
こ
と
な
が
ら
疑
問
が
生
ず
る
で
あ

ろ
う
｡
し
か

hi

Ei_

し
t
A
と
E
が
基
本
的
に
は
同
じ
傾
向
を
示
す
こ
と
を
考
え
合
せ
れ

面

rlq

ば
'
同

一
の

基
準
を
採
用
し
て
も
大
過
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ

う
｡

E
i
ii
?

E-

(

5

)

表
3
の
Ⅰ

お
よ
び
1

か
ら
は
､
電
力
会
社
の
資
本
金
の
大
規
模

届t一1L

届tコ

化
を
意
味
す
る
右
方
向

へ
の
タ
イ
プ
間
の
移
動

(
氏
)
の
方
が
､
株

主
数
の
多
数
化
を
意
味
す
る
下
方
向
へ
の
タ
イ
プ
間
の
移
動

(D
)

よ
り
も
根
強
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
る
｡

E]d

hiiii]

Eiii
]

(
6
)

表
3
の
1

の
会
社
総
数
が
E

お
よ
び
F

よ
り
少
な
い
の
は
'
変

｢!

i

q

rq

化
を
問
題
に
す
る
こ
と
自
体
が
無

意
味
な
一

九

一
〇
～
二

年
に
設

立
さ
れ
た
四
七
社
を
取
り
除
い
た
た
め
で
あ
る
C

(

7

)

前
掲
拙
稿

｢
戦
前
期
日
永
電
力
業
の
資
金
魂
達
の
長
期
的
動

51~(657)



向
｣
六
三
貢
参
周
｡

(
8
)

前
掲
拙
稿
｢戦
前
期
日
永
電
力
業
の
資
金
調
達
の
長
期
的
動
向
｣

六
三

二
ハ
五
貢
参
周
｡

(
9
)

こ
の
よ
う
な
現
象
は
､

一
九
二
〇
年
代
に
典
型
的
な
形
で
現
出

し
た
｡

(10
)
長
岡
新
吉

｢
日
露
戦
後
の
恐
慌
と

『
不
況
の
慢
性
化
』
の
意
義

･臼
｣
(北
海
道
大
学

･『経
済
学
研
究
』

第

l
九
巻
第
四
号
)
五
二
十

五
六
貢
'
高
村
直
助

｢
恐
慌
｣

(大
石
嘉

一
郎
編

『
日
本
産
業
革
命

の
研
究
下
』
'
東
京
大
学
出
版
会
､

一
九
七
五
年
)

二

一
九

～
二
二

〇
五
参
頗
O
,た
だ
し
､
日
露
戦
後
期
に
発
行
さ
れ
た
す
べ
て
の
外
債

が
､
金
利
を
低
下
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
｡
日
露
戦
後
期
に

は
'
①
既
発
内
債
の
整
理
償
還
'
②
既
発
外
債
の
借
替
'
③
国
内
事

業
向
け
の
資
金
調
達
､
④
資
本
輸
出
向
け
の
資
金
調
達
､
と
い
ケ
四

っ
の
異
な
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
種
々
@
外
債
が
発
行
さ
れ
た

が
､
こ
の
う
ち
①
な
い
七
③
を
目
的
と
し
た
外
債
だ
け
が
'
金
利
を

低
下
さ
せ
る
機
能
を
は
た
し
た
｡

(
11
)

具
体
的
に
は
'
東
京
電
燈
や
大
阪
電
燈
な
ど
が
､
日
露
戦
後
期

に
外
債
の
発
行
を
計
画
し
た
.
こ
の
点
打
つ
い
て
は
､
前
線

『東
京

電
燈
株
式
会
社
開
業
五
十
年
史
』
九
三
頁
､

『大
阪
電
燈
株
式
会
社

沿
革
史
』
(
一
九
二
五
年
)
三
四

一
五
参
庶
o

(
12
)

日
英
水
力
電
気
の
設
立
構
想
と
そ
の
破
綻
の
経
緯

に

つ
い

て

は
､
拙
静

｢
日
露
戦
後
期
の
日
英
合
弁
電
力
会
社
構
想
｣
(『
エ
ネ
ル

ギ
ー
史
研
究
』
第

一
二
号
)
参
周
｡

(
13
)

具
体
的
に
は
､

1
九

〇
九
年
五
月
発
行
の
大
坂
市
の
外
債
､

1

九
〇
九
年
七
月
発
行
の
京
都
市
の
外
債
'

一
九

一
二
年

一
月
発
行
の

京
都
市
の
外
債
､

一
九

二

一年
二
月
発
行
の
東
京
市
の
外
債
t
の
四

t
の
地
方
外
債
が
'
そ
れ
ぞ
れ
市
営
電
気
償
給
事
業
の
艶
展
.に
貢
献

し
た
｡

(
14
)
轟

田
正
穂

『
日
本
証
券
市
場
成
立
史
』

(有
斐
閣
'

一
九
八
〇

年
)
三

一
三
～
三

一
八
貢
参
周
｡

(
15
)

鉄
道
時
潮
局

『第
二
廟

帝
国
鉄
道
要
鑑
』
(
一
九
〇
六
年
)

.0

(
16
)

『
大
正
七
年
版
全
国
株
主
要
覧
』

(ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
'

一
九

一
八
年
)
お
よ
び

『
大
正
九
年
版
全
国
株
主
要
覧
』

(ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社
'

1
九
二
〇
年
)
a

(17
)
.
武
田
晴
人

｢
大
正
九
年
版

『全
国
株
主
要
覧
』
の
第

一
次
集
計

結
果

3｣
(東
京
大
学

『
経
済
学
論
集
』
第
五

1
巻
第
四
号
)
三
八

～
四
六
頁
参
照
｡

(18
)

鉄
道
国
有
化
の
結
果
'
株
式
投
資
の
対
象
が
鉄
道
株
か
ら
電
力

株

へ
移
行
し
た
こ
と
を
本
格
的
に
実
証
す
る
た
め
に
は
､
例
え
ば
東

京
電
燈
に
つ
い
て
'
鉄
道
国
有
化
直
前
と
直
後
の
株
主
を
比
較
検
討

し
'
国
有
化
さ
れ
た
鉄
道
会
社
の
旧
株
主
が
､
国
有
化
を
機
に
東
京

･電
燈
株
の
所
有
規
模
を
拡
大
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

LQ
C
L
か
L
t
残
念
な
が
ら
'
管
見
の
限
り
で
は
､
鉄
道
国
有
化
直

前
の
時
期
の
東
京
電
燈
の
株
主
名
簿
は
現
存
し
な
い
｡
そ
こ
で
､
本

稿
で
は
､
次
善
の
策
と
し
て
､
図
.7
お
よ
び
表
7
を
作
成
し
'
そ
れ

ら
に
も
と
づ
い
て
分
析
を
進
め
る
.と
い
う
手
港
を
と

っ
た
｡

(658) 52



勃興期日本電力業の資金調達

五
､
第

1
次
世
界
大
観
期

(
.1
九

一
五
～
一
九

1
八
年
)

筆
者
の
推
計
に
よ
れ
ば
､

一
九

一
五
～
一
八
年
の
時
期
に
日
本
電
力
業

の
使
肝
魔
資
本
は

1
億
七
､
三
九
〇
万
円
増
加
し
た
が
'

そ
の
堵
加
寄
与

率
の
内
訳
は
､
払
込
資
本
金
純
増
分
が
七

1
%
'
積
立
金
純
増
分
が

1
0

(1
)

%
':
社
債
純
増
分
が

1
0
%
､
借
入
金
純
増
分
が
八
%
で
あ
っ
た
.
こ
の

増
加
寄
与
率
の
構
成
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
電
力
業
は
､
第

一
次
世
界
大

戦
期
に
も
､
引
き
続
き
株
式
発
行
を
中
心
に
資
金
調
達
を
行
な
っ
た
｡

先
述
し
た
よ
う
に
､
第

一
次
世
界
大
戦
期
に
は
'
電
気
需
要
が
い
っ
そ

う
凝
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
電
源
開
発
の
規
模
は
日
露
戦
後
期
よ
り

縮
小
し
た
｡
そ
し
て
､
電
力
業
の
資
金
調
達
の
磯
横
も
､
や
や
減
退
し

(

2
)

.

た
0.
1て
の
点
を
説
明
す
る
上
で
正
鵠
を
得
て
い
る
の
は
'
電
気
機
器
の
輸

入
途
絶
と
国
内
電
楓
メ
ー
カ
ー
の
低
い
生
産
力
水
準
.､
建
設
資
材
価
格
と

人
夫
労
賃
の
高
騰
､相
対
的
低
収
益
に
も
と
づ
く
資
金
調
達
の
不
十
分
性
'

な
ぜ
の
第

1
次
世
界
大
戦
期
特
有
の
投
資
制
約
要
因
を
指
摘
さ
れ
た
､
橋

(

3
)

本
寿
朗
氏
と
武
田
晴
人
民
の
議
論
で
あ
る
｡

こ
の
時
期
の
電
力
業
経
営
者

は
､:
意
図
的
に
投
資
を
■抑
制
し
た
わ
け
で
は
な
く
､
投
資
を
抑
制
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

こ
こ
で
は
､
第

1
次
世
界
大
儀
期
の
日
本
電
力
業
が
直
面
し
た

1
連
の

投
資
制
約
要
因
の
う
ち
､
本
帝
の
.テ
ー
マ
と
直
接
関
係
す
る
相
対
的
低
収

益
に
も
と
づ
く
資
金
課
達
の
不
十
分
性
と
い
う
論
点
を
取
り
上
げ
る
6

日
露
戦
後
期
に
電
力
業
の
大
規
模
な
資
金
調
達
を
可
能
に
し
た
三
つ
の

要
因

(①
例
外
的
な
好
況
色
の
持
級
に
よ
る
相
対
的
な
高
聴
価
'L
③
金
融

緩
慢
､
③
鉄
道
国
有
化
の
影
響
)
の
う
ち
､
第
三
の
要
因
が
第

一
次
世
界

大
戦
期
に
消
滅
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
残
り
の
二
要
因
の
う
ち

第
二
の
要
因
は
､
前
掲
の
図
6
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'

｢構
造
的
金
融
援
‥

(4
)

和
｣

と
い
う
形
を
と
っ
て
'

1
九

二
ハ
-
1
<
年
に
再
度
現
出
し
た
･｡
こ

れ
に
対
応
し
て
電
力
業
の
事
業
計
画
資
本
高
は
顕
著
に
増
大
し
た
が
'
こ

こ
で
.注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
'

一
九

一

〇
～
二

年
の
場
合
と
は
正

反
対
に
､

一
九

二
ハ
～
一
八
年
の
場
合
に
は
､
全
産
業
の
事
業
計
画
資
本

高
に
占
め
る
電
力
業
の
事
業
計
画
資
杢
向
の
比
率
が
む
し
ろ
低
下
し
た
息
.･

で
あ
る
｡
こ
れ
は
'
電
力
業
が
い
わ
ゆ
る

｢
大
戦
ブ
ー
ム
｣
に
乗
り
遅
れ

た
こ
と
を
､
端
的
に
示
し
て
い
る
｡
す
で
に
別
の
機
会
に
指
括
し
た
よ
う

に
､
第

一
次
世
界
大
戦
期
に
は
電
力
業
の
利
益
率

･
配
当
率
お
よ
び
電
力

株
の
株
価
は
､
絶
対
的
に
は
と
も
か
-
と
し
て
､･
相
対
的
に
は
顕
著
な
低

(
5
)

水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

｡

言
わ
ば
､
日
露
戦
後
期
の
大
規
模
な
資
金
調

達
を
可
能
に
し
た
第

1
の
要
因
が
'
ち
チ
つ
ど
逆
転
し
た
こ
と
に
な
る
.

第
二
の
要
因
が
再
現
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
第

一
の
要
因
が
逆
転
し
た

た
め
に
十
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
-
-
わ
れ
わ
れ

は
'
算

一
次
世
界
大
戦
期
の
電
力
業
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
'
こ
の
よ
ケ

53 (659)



表 8 電力会社の公称資本金と株主数の推移

① 公称資本金.(千円) ③ 株 主 数 (人) ①÷② (千円/人)

等業 l箪封 等業

燈
燈
燈
燈
気

電
電
燈
電
気

I.i::;.,州:iE:'鵬.fM,:盟

.:S
M,:R;=..:.;mM'1=川
｣

東
大
名
京
横

和
利
広
野
熊

金沢電気瓦斯
広
函
岐
開

下
新
高
徳
岡

山
也LftJ
北

力
電
気
電

力
電
電
電
燈

気
気
気

弼
鰍
悶
醐

悶
納
附
的
悶

鵬
閑
弼
津 電 燈
電気工業瓦斯

北 越 水 電
信
新
甲
姫

越
茨

真

備

南

.

.明
岡
札
松

濃 電
誓

水

電
電
電
水
水

電
電
水
水

触
府
路

後
城
野
後
海

石
山
幌
阪

気
気
力
電

気
気
燈
電
電

1享離

0
0
5
0
0

0
0
7
0
0

0
7
0
5
0

J

'
〉
lヽ

2

2
1
1
455
1,200
920
1,100
500

500
1,000

1,.000
1,450
1,500
400
500

0.05000020nU66262

l
舶

二

8
E

4
,･0
00
3
,
700
3
,
150
3,0
00
3,0
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(出典)1903年末と191~1年末は『日本帝国統計年鑑』｡1918年末は野村商店調査部『株
式年鑑』1919年版｡
I
_(注)

_
1
.
1911年末と1918年末の比較が可能なすべての電力会社を掲載･した｡
2
.
会社名が途中で変更したものについては∴1918年末現産め会社名を使用したO
~3.
串は
,
1918年上期末の数値であることを示す｡
-
■4
.
｢①÷②｣欄では,
前の時点に比べて1株主当り公称資本金が減少した場合

には○,2
倍以上嘩加した場合事こは'×,
増加したものの増加率が2倍未満であ

った場合には△,
をそれぞれ付した｡
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に
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

た
だ
し
'
こ
こ
で
見
落
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
､

｢
大
戦
ブ
ー
ム
｣

の
も
と
で
生
じ
た
株
主
層
の
拡
大
を
主
要
な
内
容
と
す
る
株
式
市
場
の
変

(

6
)

化
が

t.
当
然
の
こ
と
な
が
ら
電
力
株
の
所
有
状
況
に
も
大
き
な
影
響
を
及

(7

ぼ
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
表
8

中)
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
､
そ
の
影
響
は
､
日
露
戦
後
期
に
は
資
本
金
の
大
規
模
化
の
テ
ン
ポ
に

立
ち
遅
れ
て
い
た
株
主
数
砂
多
数
化
の
テ
ン
ポ
が
､
第

1
次
世
界
大
戦
期

に
は
そ
町
差
を
縮
小
し
､
部
分
的
に
は
凌
駕
す
る
に
い
た
っ
た
､
と
い
う

形
で
現
出
し
た
α
表
8
の

｢
①

÷
③
｣
の
楠
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'

一
九

(
8
)

〇
三
年
末
か
ら

一
九

二

年
末

に
か
け
て
の
八
年
間
に
は
'
表
示
し
た

一

七
社
中

一
四
社
の
電
力
会
社
が

一
株
主
当
り
公
儀
資
本
金
を
二
倍
以
上
増

大
さ
せ
'
そ
れ
を
減
少
さ
せ
た
の
は
岡
崎
電
燈
だ
け
で
あ

っ
た
.
し
.か

し
二

九

二

年
末
か
や

一入

年
末
に
か
け
て
の
七
年
間
に
は
､.
垂

不
し

た
三
九
社
中

一
二
社
の
電
力
会
社
が

一
株
主
当
り
公
称
資
本
金
を
減
少
さ

(
9
)

せ
'

残
り
の
二
七
社
の
中
で
も
そ
れ
を
二
倍
以
上
増
大
さ
せ
た
の
は
下
野

(10
)

電
力

･
南
海
水
電

･
岡
山
電
燈
の
三
社
だ
け
で
あ
っ
た
｡
日
露
戦
後
期
の

電
力
会
社
に
よ
る
社
会
的
資
金
の
動
員
に
つ
い
て
見
ら
れ
た
､
株
主
数
9

多
数
化
の
テ
ン
ポ
臥
立
ち
遅
れ
と
ヤ
っ
限
界
性
は
'
第

1
次
世
界
大
戦
期

に
は
取
り
除
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
巷
よ
う
O

読(
1

)

前
掲
拙
稿

｢
戦
前
期
日
本
電
力
業

の
資
金
由

達
の
長
期
的
動

向
｣
六

一
二
ハ
八
貢
参
照
｡

(
2

)

筆
者
の
推
計
に
よ
れ
ば
'
日
本
電
力
業
の
使
用
総
資
本
の
一
カ

年
平
野
増
加
額
は
､

1
九

〇
八
～
l
四
年
の
時
期
に
は
四
､
四
七
二

万
円
で
あ
っ
た
が
､

一
九

一
五
～
一
八
年
の
時
期
に
は
四
､
三
四
七

万
円
に
と
ど
ま
っ
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
前
掲
拙
稿

｢
戦
前
期

日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
の
長
期
的
動
向
｣
六

一
･
六
八
頁
参
照
｡

(

3

)

橋
本
寿
朗

｢
『
五
大
電
力
』
体
制
の
成
立
と
電
力
市
場
の
展
開

3｣
(『
電
気
通
信
大
学
学
報
』
第
二
七
巻
第
二
号
)
三
四

一
■頁
､
免

田
晴
人

｢
日
本
帝
国
主
義
の
経
済
構
造
｣
(『
歴
史
学
研
究
別
冊

二

九
七
九
年
度
』
)

一
四
八
貢
参
府
｡

(
4

)

橋
本
寿
朗

『大
恐
慌
期
の
日
本
資
本
主
義
』

(東
京
大
学
出
版

会
､

一
九
八
四
年
)
六
三
頁
｡

(
5
)

前
掲
拙
稿
｢戦
前
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
の
長
期
的
動
向
｣

六
三

二
ハ
五
頁
参
照
｡

(
6

)

武
田
晴
人

｢
独
占
段
階
の
経
済
と
社
会
｣
(露

酪
日
本
歴
史
9

近
代
3■
』
､
東
京
大
学
出
版
会
､

一■九
八
五
年
)
四
八
貢
参
照
｡

(
7
}

表
8
に
つ
い
て
も
､
表
3
の
場
合
と
は
ぽ
同
様
の
事
情
が
存
在

す
る
た
め
､
会
社
合
併
の
影
響
の
事
前
チ
｣
,ッ
ク
は
行
な
わ
な
か
,っ

た
｡

(
8
)

前
述
し
た
よ
う
に
'

『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
に
は
'

一
九

一

二
年
以
降
の
各
電
力
会
社
の
公
称
資
本
金
と
株
主
数
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
｡

ち
55 (66■1)



(9
)

こ
の
一
二
社
の
う
ち
東
京
電
燈

･
払
阪
水
竜
の
二
社
を
除
-

一

〇
社

(大
阪
電
燈

･
広
島
電
燈

･
熊
本
電
気

･
鹿
島
水
電

･
豊
橋
電

気

･
北
勢
電
気

･
北
越
水
電

･
信
濃
電
気

･
姫
路
水
電

･
茨
城
電

気
)
まj
,

1
九

1
ニ
-
1
八
年
の
時
期
に
増
資
を
行
な

っ
た

(義

8
■)
｡

(
10
)
も
ち
ろ
ん
､
こ
こ
で
は
､

一
九
〇
四
～

一
一
年
の
時
期
と
'

一

九

1
二
1
1
八
年
の
時
期
と
で
は
t
.増
資
の
ペ
-
.ス
(倍
率
)
が
異

な
っ
た
点
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
し
'
こ
.の
点

を
考
慮
し
て
も
'

｢
日
露
戦
後
期
に
は
資
凍
金
の
大
腰
模
化
の
テ
ン

ポ
に
立
ち
遅
れ
て
い
た
株
主
数
の
多
数
化
の
テ
ン
ポ
が
､
第

一
次
世

1
界
大
戦
期
に
は
そ
の
差
を
縮
小
し
'
部
分
的
打
は
凌
駕
す
る
に
い
た

っ.た
｣
と
い
う
こ
こ
で
の
結
論
は
､
変
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡
な
ぜ
な

ら
､
表
8
に
表
示
し
た
三
九
社
の
電
力
会
社
の
う
ち
'

一
九

一
二
～

一
八
年
の
時
期
に
二
倍
以
上
の
増
資
を
行
な
っ
た
も
の
が
三
二
社
存

在
し
た
が
､
こ
の
中

の
八
社

(広
島
電
燈

･
熊
本
電
気

･
徳
島
永

電

･
豊
橋
電
気

･
北
勢
電
気

･
北
越
水
電
･姫
路
水
電
･茨
城
電
気
)

は
｣
株
主
当
り
公
称
資
本
金
を
減
少
さ
せ
'
別
の
九
社

(京
都
電

燈

･.境
浜
電
気

･
四
国
水
電

･
金
沢
電
気
瓦
斯

･
岐
阜
電
気

･
高
崎

水
電
‥･
津
電
燈

･
電
気
工
業
瓦
斯

･勉
後
電
気
).
も

1
株
主
当
り
公

称
資
本
金
を
ほ
と
ん
.ど
増
大
さ
せ
な
か
っ
た

{
増
加
率
を

1
-
一.
･

三
倍
の
範
囲
に
と
ど
め
た
)
か
ら
で
あ
を
o

六
､
総

世
界
最
初
の
一
般
供
給
用
発
電
所
の
始
動
か
ら
わ
ず
か
五
年
後
に
日
本

最
初
の
l
般
供
給
用
発
電
所
が
運
転
を
開
始
七
た
て
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
､
日
本
の
電
力
業
は
'
欧
米
先
進
諸
国
の
電
力
業
と
は
ぽ
同
時
に
成

立
し
た
｡.
後
発
国
日
本
に
お
い
て
､
い
わ
ゆ
る

｢
移
植
産
業
｣
が
欧
米
先

進
諸
国
と
埠
ぽ
降
時
に
廃
立
L
t
そ
の
密
も
順
調
な
発
展
を
と
げ
た
こ
と

は
異
例
の
事
態
で
.あ
っ
た
が
'
こ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
背
景
に
は
'
電
力

業
の
場
合
に
は
国
際
競
争
が
存
在
し
な
い
七
い
う
特
殊
事
情
が
存
在
し

た
｡
し
か
し
､
こ
こ
で
見
落
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
'
後
発
国
に
お
け

る
電
力
業
の
早
期
穿
展
に
と
っ
て
'
国
際
競
争
の
欠
如
は
'
必
要
条
件
で

は
あ
っ
て
も
十
分
条
件
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
別
言
す
れ
ば
'
後
免
国

の
側
に

一
定
の
経
済
的
条
件
が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
､
電
力
巣
が
.早
期

に
発
展
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
'
.そ
の
際
必
要
と

さ
れ
る
中
心
的
な
経
済
的
条
件
は
､
電
力
業
が
資
本
集
約
度
の
高
い
産
業

で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
せ
れ
ば
､
資
金
面
で
の
条
件
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
.
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
打
､
.日
本
の
電
力
業
は
'
日
露
戦
各
期
に
株

式
発
行
を
通
じ
た
社
会
的
資
金
の
動
員
を
進
展
さ
せ
､
こ
の
条
件
を
ク
リ

ア
し
た
.
そ
し
て
.､
そ
の
際
見
ら
れ
た
株
主
数
の
多
数
化
の
立
ち
遅
れ
と

い
う
限
界
性
も
'
算

一
次
世
界
大
戦
期
に
は
解
消
に
向
か
っ
た
｡
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こ
の
よ
う
に
､
株
式
発
行
を
通
じ
た
日
本
電
力
業
の
資
金
認
達
方
式
は

第

1
次
世
界
大
戦
の
終
勺
ま
で
に

1
応
の
確
立
を
み
た
が
'
こ
の
方
式
に

は
ひ
と
つ
の
由
題
点
が
含
ま
れ
て
い
た
｡
そ
れ
は
､
電
力
業
の
収
益
性
が

比
較
的
安
定
し
て
い
た
た
め
に
､
他
の
産
業
の
景
況
の
良
し
悪
L
に
よ
っ

て
'
電
力
巣
の
資
金
調
達
の
.規
模
が
他
律
的
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
問
題

点
で
あ
っ
た
C
や
や
図
式
的
に
言
え
ば
､
電
力
業
の
資
金
調
達
に
と
っ
て

不
況
期
は
有
利
で
49
1り
'
藤
況
期
偲
不
.利
で
あ
っ
七
と
い
.う
こ
と
に
な

る
｡
日
露
戦
後
期
は
前
者
の
典
型
的
事
例
で
あ
り
､
第

一
次
世
界
大
戦
期

は
後
者
の
典
型
的
事
例
で
あ
っ
た
｡

こ
の
よ
ケ
な
問
題
点
を
内
包
し
っ
つ
､
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
方
式

は
､

一
九

一
九
年
以
降
い
か
な
る
展
開
を
と
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の

点
を
甲
カ
か
.に
す
る
た
め
に
は
'
筆
者
は
､
別
稿
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な

.(.i
)

ら
な
い

｡

註(
-
)

拙
稿

｢
戦
間
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
｣
(『土
地
制
度
史

学
』
第

二

四
号
掲
載
予
定
)
参
照
｡

57:A(663)
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